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IoTハッカソンで利用する各種サービスの使い方、及び利用情報をまとめます。 

 

※資料について 

本ハッカソンで利用する IAクラウドの API仕様書、及びサンプルコードは下記 URL

より情報登録をすることでダウンロード可能です。 

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/downloadpage-check/doc-download.html 

 

 

1.リクエストデータを送付する際に利用する情報 

○リクエストデータの送り先 URL 

Basic認証を利用する場合 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/rev06 

Basic認証を利用しない場合 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/noAuth 

ゲートウェイとして ProfaceSPを利用する場合 

※Basic認証は利用しない。 

※ユーザーNo.については表１を参照。 

・ユーザーNo.1 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-1 

・ユーザーNo.3 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-3 

・ユーザーNo.4 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-4 

・ユーザーNo.5 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-5 

・ユーザーNo.9 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-9 

・ユーザーNo.11 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-11 

・ユーザーNo.12 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-12 

・ユーザーNo.14 

https://xxxxxxxxxx.execute-api.us-east-1.amazonaws.com/xxxxxxxx/xxx/xxxxxxx/User-14 
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○リクエストデータのヘッダーに付与する必要がある情報 

下記の項目をヘッダーとして付与する必要があります。 

・Content-Type：application/json 

・Authorization：Basic (※) 

(※)・・・“userID:パスワード”を base64エンコードしたもの 

 

Authorization項目は、Basic認証を利用する場合のみ付与してください。 

userIDとパスワードの組み合わせは表１を参照してください。 

 

表１．代表社名と userID、パスワードの組み合わせ 

No 代表社名 userID／DynamoDBテーブル名／ 

QuickSightデータセット名 

パスワード 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    
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2.PCからリクエストデータを送信する方法 

GoogleChrome拡張ツールの「Postman」を利用することで、ia-cloudのサーバに対し

て、PCからリクエストデータを送ることができます。 

「Postman」の準備、利用方法について記載します。 

 

2.1.Postmanのインストール方法 

(1)GoogleChromeのインストール 

Postmanの導入のためには、Webブラウザ GoogleChromeが必要となります。 

お使いの PCに GoogleChromeがインストールされていない場合は、まず

GoogleChromeをインストールします。 

・GoogleChromeインストール URL： 

https://www.google.co.jp/chrome/browser/desktop/ 

 

(2)Postmanのインストール 

Postmanのインストールは、GoogleChrome上から行います。GoogleChromeで下記

URLにアクセスして、「+ CHROMEに追加」ボタンを押下します。 

・Postmanインストール URL： 

https://chrome.google.com/webstore/detail/postman/fhbjgbiflinjbdggehcddcbncdddomop?

hl=ja 

 

2.2.Postmanの利用方法 

(1)Postmanの起動 

GoogleChrome左上にある「アプリ」ボタンを押下します。 

GoogleChromeのアプリ一覧画面が表示されるので、Postmanを選択すると、

Postmanのアプリケーションが起動します。 
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(2)リクエストデータの設定 

Postman上でリクエストデータの設定・入力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Postmanの画面 

 

Postmanで設定・入力する項目と値について記載します。 

・①リクエストの種類とリクエスト送信先の URL 

リクエストの種類として、POSTを選択します。 

“Enter request URL”の入力欄に、「1.リクエストデータを送付する際に利用する情報」

に記載した URLを入力します。 

・②認証情報設定 

※Basic認証を利用する場合のみ使用します。 

Type：Basic Auth 

Username：(表 1の userID) 

Password：(表１の PW) 

以上を入力しておくと、リクエストデータの送信時に入力した Usernameと Password

が自動的に base64エンコードされ、リクエストヘッダーに指定されます。 

  

① 

④ ③ ② 

➄ 
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・③リクエストデータのヘッダー 

「1.リクエストデータを送付する際に利用する情報」に記載したものと同様のヘッダー

情報、及び他に必要なヘッダー情報があれば設定します。 

Basic認証を利用する際、上記②を利用せずに直接 Authorization項目をヘッダーに指

定することも可能です。 

・④リクエストデータのボディ 

実際に登録するデータを設定します。 

データは ia-cloudの仕様に沿った書式の jsonデータを入力します。 

 

(3)リクエストデータの送付 

リクエストデータの入力後、「Send」ボタンを押下することでリクエストを送信するこ

とができます。 
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3.登録したデータの確認方法 

登録したデータの一覧は AWSの「DynamoDB」サービスのコンソール画面から確認す

ることができます。 

DynamoDBを確認する方法を記載します。 

 

（手順） 

(1)AWSマネジメントコンソールにアクセスする。 

AWSマネジメントコンソールの URL： 

https://xxxxxxxxxx.signin.aws.amazon.com/console 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AWSマネジメントコンソールのサインイン画面 

 

AWSマネジメントコンソールサインイン画面で以下の情報を入力して、「サインイン」

を押下することで AWSマネジメントコンソールにアクセスできます。 

・アカウント：xxxxxxxxxxxx（入力済み） 

・ユーザー名：（表１の userID） 

・パスワード：（表１のパスワード） 

  



7 

 

(2)AWSのリージョンを「バージニア北部」に設定する。 

 

 

 

 

 

AWSマネジメントコンソール画面(リージョン確認) 

 

AWSマネジメントコンソール画面の右上に現在のリージョンが表示されます。リージ

ョンは「バージニア北部」を利用するので、その他のリージョンが表示されている場合に

はリージョンを「バージニア北部」に変更します。 

表示されているリージョン名を押下するとリージョンの一覧リストが表示されるので、

「バージニア北部」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AWSマネジメントコンソール画面でのリージョン変更 
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(3)「DynamoDB」コンソールにアクセスする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AWSマネジメントコンソール画面 

 

リージョンを「バージニア北部」にした後、 

[すべてのサービス] ＞ [データベース] ＞ [DynamoDB] 

を選択することで、「DynamoDB」コンソールにアクセスできます。 
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(4)DynamoDBのテーブルを表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DynamoDBコンソール画面 

 

DynamoDBにアクセスすると上記コンソール画面が表示されるので、画面左のナビゲ

ーションから「テーブル」を選択して、テーブル一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DynamoDBコンソール – テーブル一覧  
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テーブル一覧からデータを登録した DynamoDBテーブルを選択します。DynamoDB

のテーブル名は AWSへのログインユーザー名と共通です。詳細は表 1を参照してくださ

い。 

テーブルを選択すると、テーブル個別の画面を表示するので、画面右側の「項目」タブ

を選択します。すると、登録したデータ一覧を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DynamoDBコンソール – テーブルデータ確認画面 
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(5)登録されているデータを操作する 

表示された登録データ一覧のデータに対しては、データの編集や削除、CSVエクスポ

ートといった操作を行うことができます。 

各操作は、各データ項目のチェックボックスにチェックを入れた後で「アクション」ボ

タンから実行できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DynamoDBコンソール – データ操作項目 

 

各操作項目について 

・コピー / 編集 

登録したデータの編集を行う、「項目の編集」画面を表示します。 

・削除 

選択したデータを削除します。複数のデータをまとめて削除できます。 

・CSVへエクスポート 

選択したデータを CSVファイルにまとめてダウンロードします。 

複数のデータをまとめて CSV化できます。 
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(6)登録データを検索する 

登録したデータの検索は、データ一覧の上部にある「スキャン」項目から行います。 

「フィルターの追加」を押下すると検索用フィルターの入力項目が表示されるので、検

索を行う属性名、データ型、式、値を入力します。 

フィルター入力後、「開始」ボタンを押下することで検索が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DynamoDBコンソール – 検索用フィルター入力 

 

フィルターの要素について 

・属性の入力 

検索するデータの属性を指定します。 

上記画像では、objectKey、timeStamp、dataObjectのいずれかを指定します。 

・データ型 

画像の通り、「文字列」を指定します。 

・式 

画像の「＝」の他、不等号や”Exists”、”Begins with”などを指定できます。 

・値の入力 

検索する値を入力します。 
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4.グラフ化 

登録したデータの内、下記条件を満たすものは、AWSの「QuickSight」サービスによ

ってグラフ化することが可能です。 

グラフ化のための QuickSightの利用方法を記載します。 

グラフ化の条件 

以下の 2つの条件を満たしていること。 

[1]contentTypeに以下を指定 

"contentType": "com.ia-cloud.contenttype.hackathon2017.temp01" 

[2]commonName項目に以下のいずれかの値を指定 

Column1 

Column2 

Column3 

Column4 

Column5 

Column6 

 

（手順） 

(1)AWSからサインアウトする 

AWSの画面右上に表示されているユーザー名を押下して、サインアウトを選択、AWS

からサインアウトします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AWSマネジメントコンソール画面 – サインアウト  
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(2)QuickSightにアクセスする。 

QuickSightの URL： 

https://us-east-1.quicksight.aws.amazon.com/sn/start 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QuickSightログイン画面 

 

以下の情報を入力して「Sign in」を押下することで、QuickSightにサインインできま

す。 

・Email address or username：xxxxxxxxxxxxxx 

・Password：xxxxxxxxxxxx 

 

ログイン画面の前にアカウント名(Account name)の入力画面が表示された場合は、下

記アカウント名を入力して「Continue」を押下するとログイン画面を表示できます。 

・Account name：xxxxxxxxxxxxxx 
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(3)グラフ画面を表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QuickSightコンソール画面 

 

QuickSightにログインしたら、コンソール画面の左上にある「New analysis」ボタン

を押下します。 

“Your Data Sets”画面が表示されるので、自分のユーザ名を持つデータセットを選択

し、「Create analysis」ボタンを押下します。 

・データセット名：（表１の QuickSightデータセット名） 

 

すると Analysis画面が表示されるので、登録したデータを利用してグラフを作成する

ことができます。 
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QuickSightの Analysis画面 

 

 

(4)Quicksightのデータ更新 

新しく登録したデータを QuickSight上で確認するためには、データセットを手動で更

新する必要があります。 

データセットの手動更新は、“Your Data Sets”画面で更新したいデータセットを選択し

て、「Refresh now」ボタンを押下することで実行できます。 

 

以上 


